
平成18年度

Ⅰ重点化のポイント

目指す姿   「21世紀型の新しい産業先進県」の実現
　人口減少や少子・高齢化の進行、国際競争の激化など経済・社会情勢の変化が一層進む中にあって、

岩手が真に自立できる地域として発展していくためには、地域経済の活性化が不可欠です。
　このため、県では、これまでの工業集積を含め、岩手ならではの地域資源や固有の技術を生かした産業の振興、及び
それを支える産業人材の育成に取り組み、「21世紀型の新しい産業先進県」の実現を目指していくこととしており、
こうした認識のもと、平成18年度には、次の7つのポイントについて重点的に取り組むこととしています。
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 5.ものづくり産業人材の育成

　企業、学校、行政のネットワーク形成を進める。また、若年技能者
の養成や若年者の就業を促進する。

 6. 産学官連携等による新産業・新事業の創出

　産学官（金）等のネットワークによる新技術、新産業の創出を促
進するとともに、中小企業の経営革新等の取組みを支援する。ま
た、コミュニティビジネス等の起業支援を実施する。

 7. 中心市街地の活性化

　商業者等の自らの主体的な取組みを支援し、総合的な中心市街
地活性化策の検討を行う。

 1. 地場産業の振興

　伝統産業や食産業を重点的に育成支援し、また、東アジアを中
心とした海外との経済交流を促進する。

 2. 観光の振興

　地域ぐるみの滞在型・体験型観光の取組み支援や広域的な観
光交流エリア形成支援を行い、着地主導の観光への転換を図る。
また、東アジア等からの一層の観光客誘致を進める。

 3. 障害者の雇用対策

　障害者雇用に関する企業等への意識啓発や、職業訓練機会の充
実を図る。また、障害者就業支援センターと職業訓練事業の連携に
よる就業支援の強化を進める。

 4. ものづくり産業の集積

　自動車関連産業の集積促進、及び特定区域の産業活性化に向け
た集中支援を行う。また、IT産業の育成支援を実施する。

Ⅱ主な事業の概要

政 策 新 規

 1. 地場産業の振興

○国際経済交流推進事業費【予算額28.3百万円】

　県内企業の国際競争力を高め、中国を中心とする東アジアへの
海外展開の支援を行う。
●中国バイヤー招請商談会、大連商談会、岩手ビジネスフェア開催等
●国際化セミナー開催 等

 ○食の産業支援強化事業費      【予算額4.1百万円】

　地域の中核となる企業等の育成のため、県内外の大手資本と県
が密着した仕組みを構築し、企業間取引とそのためのすりあわせ
を通じて企業や生産者を効果的に育成する。

産業情報いわて

特に重点的に取り組むべきものを「40の政策」としてまとめました。
県では、平成15年10月に、15年度から18年度までの４年間に

この「40の政策」に基づいて実施する平成18年度の岩手県商工労働観光部の重点施策についてご紹介します。
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○食品産業等活性化支援事業費【予算額4.0百万円】 

　加工食品産業等の意欲ある生産者に対して、商品開発、マーケ
ティング等のノウハウ取得を支援する。（委託先：（社）岩手県産業貿
易振興協会)
●フォーラム ●バイヤー招聘 ●商談会、見本市

○いわてクラフトビジネス展開事業費【予算額8.1百万円】

　伝統工芸品等生産者を対象として、経営規模に応じて自立的経
営が成立つ企業として育成することを目的として、工芸品特有の
マーケティングや生産者の国内外の商談活動、観光客への制作体
験等の環境整備、営業ノウハウ取得を支援する。

 2.観光の振興

○北東北大型観光キャンペーン事業費【予算額17.2百万円】
　平成19年度に展開される「北東北大型観光キャンペーン」に備
え、イベントガイドブックの作成、オープニングイベントの開催、受
入態勢の整備等を行う。（実施主体：北東北大型観光キャンペーン
推進協議会）

○国際観光推進事業費【予算額25.7百万円】 

　海外事務所を活用し、外国人観光客の誘致推進に取り組むとと
もに、海外における本県の知名度向上を図る。
●外客誘致プレゼンテーション（中国大連）
●海外エージェント等招聘事業
●国際チャーター便歓迎支援事業　●海外情報発信ツール作成 等

○未知の奥・平泉観光振興事業費【予算額11.8百万円】
　世界遺産登録に向け、平泉の文化遺産の新たな魅力づくりと観
光への効果的な活用法や全県及び北東北地域への波及効果を高
めるための取組みを行うとともに、外国人観光客受入態勢の整備
等に取り組む。
●平泉の文化遺産観光活用推進計画策定
●歴史文化情報発信　●国際観光受入態勢推進

○広域連携観光推進事業費【予算額18.0百万円】
　地域ぐるみの滞在型観光を促進するため、ゆったりぬくもりの
モデルコースのブラッシュアップにより、歴史・文化、農林水産業、
温泉、伝統食など岩手らしさを感じるような旅を基本に、広域観光
団体が地場産業等と連携して行う「岩手ならではの旅」の商品造
成支援を行う。

政 策

新 規

政 策

 3. 障害者の雇用対策

○チャレンジド就業支援事業費
(意識啓発・就業支援センター )【予算額15.4百万円】

　障害者の雇用を促進するため、企業等を対象とした意識啓発事
業や県北地域にチャレンジドジョブ・スポットを設置する。
●障害者雇用促進意識啓発
   障害者雇用促進啓発用パンフレット作成等
●障害者就業支援センター事業 
　チャレンジドジョブ・スポット設置（補助先：社会福祉法人等)

○チャレンジド就業支援事業費 (職業能力開発 )
　　　　　　　　　　　　　　  【予算額32.1百万円】

　障害者の就業を支援するため、職業訓練法人等への委託による職
業訓練を実施するとともに、障害者職業訓練コーディネータを配置する。
●知的障害者：5人　●身体障害者：10人

○チャレンジド就業支援事業費
(障害者の態様に応じた多様な職業訓練 )【予算額8.3百万円】
　障害者の就業を支援するため、社会福祉法人や民間教育機関等へ
の委託により、障害者の態様に応じた多様な職業訓練を実施する。
●訓練期間 2か月　●定員 50人

 4. ものづくり産業の集積

○県北・沿岸地域中小企業振興特別資金貸付金
　　　　　　　　　　　　　【予算額265.0百万円】

　雇用及び事業拡大、並びに新分野への進出等を図ろうとする県
北・沿岸地域の中小企業に対し、事業資金を貸付けするための原
資を金融機関に預託し、県北・沿岸地域の振興を図る。
●融資枠 1,000,000千円　●貸付限度額 50,000千円
●貸付期間及び利率 15年以内、年2.1～2.5%以内

○自動車関連産業創出推進事業費【予算額60.5百万円】
　県内企業の自動車関連産業への参入を促進するため、自動車生
産管理に精通したコーディネータを招聘し、参入に意欲的な県内
企業に対し工程改善等の指導を行う。また、県内中小企業の人材
をサプライヤー起業等に派遣して行なう人材育成に係る支援等
を実施するほか、自動車関連産業の集積に向けた推進組織を設立
し、近隣他県とも連携した産学官のネットワークを構築する。
●自動車関連産業創出推進事業コーディネータの設置等
　（（財)いわて産業振興センター補助)
●自動車関連技術アドバイザーの設置、自動車関連産業集積コー 
　ディネータの設置等
●自動車関連産業人材育成支援事業費補助
  ( 研修期間中の人件費補助 補助率1/2)
●自動車関連産業参入促進支援事業（仮称）
　(先進企業等から技術指導者等の派遣受入に要する経費に対する補助 補助率1/2）
●自動車関連技術展示会(3県連携)
●自動車関連産業集積推進組織の立上げ(3県連携)

○戦略的 IT産業強化育成事業費【予算額5.4百万円】
　産業活動や県民生活の円滑なIT化促進を図るため、IT産業の経営
基盤強化及び成長促進を目的とした産学官ネットワークと人材育成の
仕組みづくりを行い、また、首都圏からの受注機会の拡大等に取り組む。
●I T関連産業産学官ソフトウェアネットワーク形成
●ソフトウェア開発業務取引支援事業（取引サポーター、技術アドバイザーの設置)
　（補助先：（財）いわて産業振興センター）
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○都市エリア産学官連携促進事業費補助【予算額17.0百万円】

　「都市エリア産学官連携促進事業」（文部科学省事業）について、
共同研究の促進、研究成果の普及等効果的な事業推進を図る。
●県央・釜石エリア：金属系生体材料に関する岩手大学の研究
　シーズと金属系ものづくり基盤を生かした研究開発プロジェ
　クトの推進
●北上川流域エリア：トリアジンチオールを活用し、北上川流域
　の基盤技術企業群の技術の高付加価値化とベンチャー企業の
　育成を図る。

○新夢県土いわて戦略的研究開発推進事業費
　　　　　　　　　　　　　【予算額187.8百万円】
　大学等の研究シーズを生かし、産学官連携による産業化を図ろう
とする有望な研究開発を適切に目利きし、資金面での援助を行う。
●産学官連携研究開発プロジェクト事業
　（委託研究先：大学、県内の高等専門学校等、補助先：企業）
●夢県土いわて戦略的研究推進事業（委託先：大学等、国独立行政法人等）
●プロモート機能強化・研究課題評価
　（補助先：（財）いわて産業振興センター）

○中小企業等新事業活動支援事業費補助
　　　　　　　　　　　　　  【予算額30.0百万円】
　新産業・新事業の創出を促進するため、中小企業の経営革新など新
たな取組みやコミュニティビジネスを含めた新たな起業を支援する。
●新事業活動助成(1/2以内)●起業・新事業活動助成(1/2以内)

7.中心市街地の活性化

○中心市街地活性化推進事業費補助【予算額3.2百万円】
　中心市街地活性化法に基づく基本計画を策定した市町村の
TMOが行う中心市街地活性化のためのソフト事業の実施を支援
する。
●助成対象者：TMO
●助成対象事業：コンセンサス形成事業、テナントミックス管理 
　事業、広域ソフト事業等
●補助率：助成対象経費に9/10以内

○商店街自律再生支援事業費補助【予算額1.6百万円】
　生活者に支持・選択される個店づくりや商店街づくりに向けた
自律的な取組みを支援する。
●成功店モデル創出、波及事業（岩手県商店街振興組合連合会補助）

○中心市街地活性化総合検討事業費【予算額3.4百万円】
　空洞化・衰退の進行する本県中心市街地に関し有効な活性化方
策の検討等を総合的に行う。
●中心市街地活性化懇話会（仮称）設置
●大規模集客施設の立地誘導等に係る制度の検討 等

新 規

政 策

新規事業

○組込みソフトウェア産業振興事業費補助【予算額12.0百万円】

　県内中小IT企業群が共同で業務を受注する仕組みを構築し、ソ
フトウェア分野への新規参入、開発技術者の育成及び技術ノウハ
ウの蓄積を促進する。(実施主体：（株）岩手ソフトウェアセンター)

○特定区域産業活性化奨励事業費補助【予算額500.0百万円】
　県が認定した特定区域で行なわれる工場の新増設に対し補助する。
●補助先：企業 ●補助率等：定額

5.ものづくり産業人材の育成

○若年者等就職支援事業費   【予算額19.7百万円】
　新規大学卒業予定者等を対象とした就職面接会の開催のほか、
就職基礎能力速成講座の実施、就業体験による職業意識の啓発な
どにより、新規学卒者を含む若年者の就職支援を行う。

○ものづくり人材育成事業費【予算額19.7百万円】

　技能五輪全国大会や国際大会に選手を派遣すること及び技能
展の開催により製品の評価を受けられる機会を提供することによ
り、本県の若手技能者等の育成を一層推進する。
●技能五輪選手育成・全国大会出場派遣
　(H18香川大会への派遣、H19静岡大会参加選手育成強化)
●全国障害者技能競技大会出場選手派遣支援費補助（香川大会)
●岩手県技能競技大会開催（岩手県職業能力開発協会と共催)
●岩手県評価認定

○産業技術短期大学校専攻科設置推進事業費
　　　　　　　　　　　　　　　 【予算額9.9百万円】
　産業技術短期大学校における専攻科設置に向けた機器の整備
及び各種準備を行う。

○いわて産業人材育成事業費【予算額12.9百万円】

　21世紀型の産業先進県を目指し、多様で厚みのある産業集積実
現のための基盤となる「高度な産業人材」を育成する。
●いわて産業人材育成会議の開催
●いわてものづくりアカデミーの開催（（財）いわて産業振興センター)

○地域ものづくりネットワーク推進事業費
　　　　　　　　　　　　　　  【予算額14.2百万円】
　北上川流域の産学官による「ものづくりネットワーク」を組織
し、産業人材育成関係事業の評価、企画、工業高校、産業技術短期
大学校、大学、高専、企業間の連絡調整、協力企業の開拓を行う。
●ものづくりネットワークコーディネータ、インターンシップ
　コーディネータの配置

6.産学官連携等による新産業・新事業の創出

○酸化亜鉛産業クラスター形成事業費  
 　　　　　　　　　　　 【予算額128.3百万円】　
　「戦略的技術開発推進事業」で生み出された酸化亜鉛関連の有
望な研究開発成果について、産学官による実用化研究開発の推進
を集中的に支援し、その製品化や県内での事業化を促進する。
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